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令和２(2020)年度科学研究費助成事業（科学研究費補助金） 
実績報告書（プログラム実施報告書） 

（研究成果公開促進費）「研究成果公開発表（Ｂ） 
（ひらめき☆ときめきサイエンス～ようこそ大学の研究室へ～ＫＡＫＥＮＨＩ）」 

 

課題番号：   20HT0109 

プログラム名：３Dプリンタを使ってプレス成形できるかな！ 

所属 

研究 

機関 

名称 
群馬工業高等専門学校 

機関の長

職・氏名 

学校長・山﨑誠 

実施 

代表者 

部局 
 機械工学科 

職 教授 

氏名 
黒瀬雅詞  

開催日 令和 2年 11月 15日（日）9:00～17:00 

実施場所 群馬工業高等専門学校 機械工学科 設計支援室，材料力学実験室 

受講対象者 中学２年生、中学３年生 

参加者数 5名 (コロナ禍による辞退者５名) 

募集人数 10名 

プログラムの目的 

本事業の目的は、成形技術の中でも短時間で成形することが可能なプレス成形実験をすることで素形材加

工の難しさや材料の強度について考察し、プレス金型を探求する日本の技術力の高さについて体験を持って

学ぶことである。日本の金型技術は世界においても非常に高度な技術レベルを有しており、さまざまな成形技

術が開発されている。しかしながら、金型成形を教育する環境が整えられているとは言いがたく、企業に入社

してから様々な成形技術を知ることとなっている。 

講義において、プレス成形や金型成形について学習し、どうやって金型を作っていくのかをポイントを学び、３

DCAD と 3Dプリンタを用いながら型を作製してプレス実習を通して CADでうまく隙間を設けることで成形しや

すくなるコツを身につけてもらう。 

プログラムの実施の概要 

 それぞれの参加者に一人 1台の PC端末を用いてもらい、講師提示用モニタで作業手順を示しながら、講義

と実習を行った。コロナ禍で参加辞退者が増えてしまったが、参加者 1名につき 1名の補助学生がついて、よ

り分かりやすく作業を進めることもできた（図１）。そのため保護者も一緒に参加してもらった。講義と実習を含

め、プログラムは以下のスケジュールで行った。休憩をとることも忘れ、皆集中して実施できた。 

8:30 受付開始        9:00 集合・開講式                 9:10 科研内容説明  9:15 本日の内容      

9:20 3Dプリンタと 3DCAD（講義１）  10:25 3D-CAD実習（実習１） 11:25 3D-print（実習２）  12:30 昼食 

13:15 プレス実験（実習３）  14:30 改善モデルでプレス実験（実習４） 16:30 ディスカッション（実習 5）レポー

ト作成）CADの図と写真を並べて印刷 16:30 アンケート記入 16:50 修了式 17:00 終了，解散 

講義は金型のしくみと、金型で製品を作るための方法と金型の種類を説明し、プレス金型の技術の高さと注

意点をプロジェクタや動画を使って説明した。 

実習は３DCADを操作しながらテキストを用いて金型の作り方について順を追って作業を進めた。 

CADが完成したところで、３Dプリンタで印刷する色を各自で 20色から選択して、一人１台の３Dプリンタで




